ミルマンド村とその歴史

ミルマンド（Mirmande）という名前の語源はラテン語mirus（見事な）とmandare（見下ろす）のニ語にさかのぼります。

ミルマンド(Mirmanda)は12世紀にはミルマンダ(Mirmanda)、13世紀にはカストルム・ミルマンダエ(Castrum Mirimandae)、16世紀にはミリマンダ(Mirimanda)もしくはミルマンド(Miremande)と呼ばれ、17世紀にはミルマンド(Mirmande)で定着しました。

ミルマンドは18世紀には、フランス革命まで領主たちに支配されていました。20世紀になると聖フォア教会は打ち捨てられ、部分的に崩壊した状態にありました。屋根のない家には税金を免除するという法律が制定されたため屋根を壊す家も多かったのですが、こうして屋根がなくなり廃墟のようになった家々は瓦の数に応じて売られました。

数多くの芸術家達のおかげで、ミルマンドは再生・復活しました．．．。とりわけ、キュビズム派の画家で著作家でもあった、アンドレ・ロート（1885‐1962）の貢献は特筆に価するでしょう（村‐情熱を参照）No.4。

今日ミルマンドの住人は522人を数えます。
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1790年から1944年まで、最初の役場はGrand Rue（メイン・ストリート）にありました。改修を経て、その後はパーティ・ルームに改築されました。1875年11月9日には、町の議員たちは25フランを支出して集会場に共和国の胸像を置くことを採決しました。1949年には町役場はChamp de Mars広場の郵便局の隣へと移され、1979年に現在の場所であるBoulanger通り（パン屋通り）へと移転しました。

最初のミルマンドの領主はイティエ家もしくはアルマン・ド・ミルマンドという人物だと考えられます。これを記した古文書は現存していませんが、947年の文書にはクリウ（隣村の現クリウスクラ村のこと）荘園のイティエに関する記録が残っています。しかし、約3世紀ほど後のル・ピュイ司教区の古文書は、1221年から1308年まで大修道院長の地位にあったイティエ・ド・ミルマンドについて言及しています。彼は子孫でしょうか？

ミルマンドはサン・テステーヴ地区に、ソー小修道院に賦課金を支払う修道院を所有していました
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ミルマンドはテソヌ川とローヌ川流域を見下ろす位置にあります。ラテン語でmirusは「見事な」、mandareは「見下ろす」を意味し、この二語に「ミルマンド」の名前は由来すると考えられます。要塞の役割を果たすミルマンドは先史時代より住まれており、ガロ‐ロマン期には城壁で囲まれたガリア人の要塞都市になりました。

石灰のモルタルと石でできた城砦は霜に弱く、何度も修理する必要があり、議員らは費用を放出しなければなりませんでした。村の名前は「ミルマンダ」（1187年、サン・シャッフルの記録文書）、「カストルム・ミルマンダエ」（1238年、騎士、ルジェスト・ドーフィノワ）、「カストルム・デ・ミルマンダ」（1360年）、「ミルマンダ」（1396年）、「ミリマンダ」（1555年）、「ミルマンド」（1622年）、そして「ミルマンダ」と変遷してゆきました。

17世紀に村は次第に城壁外へと発展してゆき、守備のために第二の城壁が建てられました。

19世紀は拡張が著しく、村の麓に次々に家や店が建てられて商人や職人達が住むようになり、ついには聖ピエール教会の周辺まで達するようになると、村の高台にあたる部分は不便になり少しずつ放棄されてゆきました。

1926年、高名な画家アンドレ･ロートはミルマンドに立ち寄り、たちまち村に一目惚れしました。素晴らしい佇まいに打たれ、彼は村に居を構え、サマー・アカデミーを創設して彼の生徒達を呼び寄せ、他の画家達もそれに加わりました。こうして芸術的使命が生まれ、国境を越え、訪問者達がミルマンドに押し寄せました。彼らの中には修理するために家を買い取る人たちもいました。村長のカイエ氏は有能な書記のブラン氏に助けられながら、画家ロートのイニシアティヴを熱心に奨励しました。

アンドレ・ロートがどれほど村の改修･再生に貢献したかはどんなに言っても言い足りないほどです。例を挙げれば、彼は聖フォア教会の身廊の壁を支えるための横梁を渡した最初の人物でした．．．。彼は他にも多くの方法で村へ貢献しました。

歴史的重要地区としての村の格付けは1946年6月18日にさかのぼります。1975年には「フランスの最も美しい屋根」賞を受賞し、屋根瓦への基金を獲得しました。1979年には「私の好きな村」賞で2位になりました。また村は1991年以来ドローム県植物愛好9村の一つにランクづけされ、1998年にはついに「フランスの最も美しい村」賞を晴れて受賞しました。

この並外れた受賞歴はミルマンドの美しさをあらためて思い起こさせます。それは鷲巣村の狭く迷路のような小道を縁どる世紀を経た石壁に調和した、種々の希少植物が見せる巧みな混合の賜物なのです。乾いた土壌に適応した植物や潅木の様々な種類を植えて蘇らせることが「植物ロカイユ」(
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Les rocailles artificielles)の目的で、200以上にも及ぶ種類の植物が人工的なロカイユに植えられています。

フランス全土はもとより世界中からやって来る多くの芸術家や旅行者達は、この説明しがたく、常に惹きつけてやまない魅力に引き寄せられるのです。

1948年にロートによって設立された「ミルマンド友の会」は、教会や古い家々をその風貌を壊すことなく保護することを目的としています。数々の困難にもかかわらず、クリスチャン・マランデ氏の統率の下、友の会の推進者たちは完璧にその目的を果たしています。
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・　故ジュール・グーは1975年に他界しました。1913年のインディアナポリス

５００マイルズのフランス人優勝者でした。

・　アンドレ･ロート、画家であり教師であった彼は、上記に言及したとおりです。

・　アルーン・タジェフは高名な地質学者で、火山学の専門家です。数々の著作があり、ミッテラン政権下、1984年から1986年まで主要危険災害を担当する国務長官を務めていました。

・　故マルセル・リヴィエールは1986年に他界しました。彼女は才能のある芸術家でした。彼女の紙への油彩画はしばしばミルマンドの住民達の生活をしのばせるものです。一方、シルクへの油彩画は大部分が静物画もしくは印象的な肖像画です。第二次大戦中の対独レジスタンスにおける行動によって、彼女は

「対戦解放十字勲章」を受章しました。

・　レジス・ドゥブレーは哲学者、著作家、ジャーナリストで、ミルマンドに土地を所有しています。彼は会議やシンポジウムの情熱的で刺激的な司会者です。

・ギー・マランデはアンドレ・ロートの生徒・弟子で、かつてパリ市芸術学校の校長を務めていました。彼は才能あるイラストレイター・画家です。聖フォア教会についての著作があり、挿絵も彼自身が描いています。
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・　1860年7月4日、ミルマンドの前村役場の裏に聖マルタ女子寄宿学校が創設されました。男子用の修道学校は村の頂上近くの旧エストラン製糸工場のあった場所に置かれました。

・　1862年7月14日、女子修道院学校に新しい教室を増築するために総額1000フランを支出することが採決されました。

・　1877年2月18日、文部省の勧めにもかかわらず、村会は無償普通教育の原則適用を却下しました。

・　 1878年2月10日、無償普通教育が採決されました。

・　1880年には男女共学の学校をシャン・ド・フォワール広場のレルミット（‘隠遁者’）に建設することが決まりました。1882年7月14日にこの計画は承認されました。

・　1889年9月8日、隣合った家二軒の購入のため、第二のプランが好意的に迎えられました。その後間もなく、議員達はこの案を通過させようとしましたが、いくつかの修正を加えました。すなわち、男子学校を旧男子修道院学校へ、女子学校を男子学校の敷地へ移そうということです。この解決法は生徒達の利益、また財政的にも好都合な良策と考えられました。

・　1890年、女子学校の旧男子修道院の建物への移転計画が、知事によって却下されました。

・　1895年、旧男子学校に取って替わる新しい建物が建設されました。

・　1897年11月、1893年に計画された女子学校の建設が決定されました。
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・　1565年、二人の居酒屋の主人がビリヤード・ルームを経営していました。

・　1788年、ミルマンドには二人の蹄鉄工と数人の職工がいました：マテュー・ベッソン氏は絹靴下を製造していました。

・　1914年以前に、8軒のカフェ、3軒のパン屋、3人の蹄鉄工、１人の雑貨店兼馬具製造者（この二つの職業を兼業することは非常に珍しいことです！）。

●　屋根瓦のはなし

よい屋根瓦、「フランスの最も美しい屋根」は苦しみや研究、犠牲なしには達成されませんでした。　

あるプロヴァンス地方の大規模な瓦製造工場が古い時代の瓦の風貌を保持しかつ工業製品の質を持った溝型断面瓦を開発しました。そして、1976年に「ミルマンド瓦」が誕生しました。この瓦は素焼きの粘土製で、様々な色合いを生み出します。赤、ピンクのような薄黄色、これらは澄んだ茶色や羊毛のような薄黄色の色合いとともに古びた味わいを出します。

●　製糸工場のはなし

ミルマンドの最も古い水車／製糸工場はフートンのもので、400人近い労働者が働いていました。この工場は1668年、ピエール・マルタンによって経営されていた織物工場に替わりました。この製糸工場ではシーツやマクラカバーを仕上げる作業を行っていました。織機はティエルセロン川の水力に加えて蒸気ボイラーの動力によって作動していました。この製糸工場は1920年に屋根の崩壊の後に閉鎖されました。

エストラン氏は1802年に聖ルシー礼拝堂の近くに製糸工場を建設しました。この工場は1869年に閉められました。その後間もなく、ドローム県で最初の蒸気機関で作動する製糸工場を村の高所に建てました。このマルテル蒸気による工場は、聖フォア教会の前に展示されているボイラーによって不朽のものとなりました。このボイラーから出る蒸気は繭の中に閉じ籠っているさなぎを殺すのにも使われました。蝶になって繭から出る際に絹糸を破壊しないようにするためです。

ロッシュ、フレシネ、マンダン、ベラール＆マルタン、オドゥアール＆ガデ、グーレ、デュプラン、といった、小規模な水車／製糸工場は全部で30人ばかりの労働者を雇っていました。最後の工場は1960年‐65年の間に閉鎖されました。

村の麓の方では、ボタンとストッキング製造工場があり、19世紀初頭には10人あまりの労働者が働いていました。1841年の法律は子供の労働を禁じましたが、多くの取締りにもかかわらずしばしばしば適用されぬままになっていました。
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